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遺伝子関連検査
�遺伝子関連検査のご依頼について
1）提出の際には、HE 染色標本により腫瘍細胞が確認されたホルマリン固定パラフィン包埋組織ブロックより 5 ㎛の厚さの連続切片にてスライドを

作製してください（腫瘍組織の比率は 10％以上となるように作製してください）。組織のホルマリン固定により DNA が断片化されているため、
固定液の種類や、固定時間といった保存状況、保存年数によっては解析不可能なことがあります。

2）提出される検体は必ず病理組織学的に鏡検を行い、腫瘍細胞の存在を確認してください。腫瘍部位が 10％に満たない場合は病理組織診断にて
腫瘍が認められた部位をマーキングした染色スライドを併せてご提出ください。

3）他項目との重複依頼は避けてください。
4）長期間ホルマリン固定した組織や、ホルマリン固定前に室温放置が長い検体は、DNAの断片化が著しく、解析不能となる場合があります。
5）検体は採取後、当日中にご提出ください。

2c-kit遺伝子変異解析（GIST)のスライドについて
下記未染色標本スライドを作製し、スライドのおもてに切片の厚さを記入し、オブジェクトケース（Ｃ90）に入れ、常温保存にてご提出ください。

未染標本スライドの種類と枚数

未染標本スライド種類 切片の厚さ 枚　数

腫瘍部位確認用 3 ～ 4 ㎛ 2 枚

DNA 抽出用 10 ㎛ 5 ～ 10 枚

3UGT1A1多型解析について
UGT1A1*6とUGT1A1*28の遺伝子多型

遺伝子型
UGT1A1*28　(TA) 6 → (TA) 7

-/- -/*28
（ヘテロ接合）

*28/*28
（ホモ接合）

UGT1A1*6
２１１G → A

-/- ① ② ③ *28 ホモ接合体
(UGT1A1*28/*28）

-/*6
（ヘテロ接合） ② ③複合ヘテロ接合体

(UGT1A1*6/*28） ※

*6/*6
（ホモ接合）

③ *6 ホモ接合体
(UGT1A1*6/*6） ※ ※

① UGT1A1*6 と UGT1A1*28 をともにもたない。
② UGT1A1*6または UGT1A1*28 をヘテロ接合体としてもつ。
③ UGT1A1*6または UGT1A1*28 をホモ接合体としてもつ、もしくは複合ヘテロ接合体としてもつ。
※存在しないか極めてまれ。
③の患者では、イリノテカン塩酸塩水和物投与により重篤副作用（特に好中球減少）が発現する可能性が高くなる。
①②の患者でも重篤な副作用が発現する可能性がある。

副作用の適中率

薬剤投与法
（イリノテカン塩酸塩水和物） 併用投与 単剤投与

報告例 Ando*1

（単剤投与も含む） Minami*2 Minami*2 Yamamoto*3

N 数 118 117 55 36

①②群 陰性適中率 80% 58% 80% 81%

　③群 陽性適中率 45% 92% 80% 80%

*1: グレード4 以上の白血球減少、および /またはグレード3 以上の下痢
*2. *3: グレード3 以上の好中球減少
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